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⑥Community Opinions
［［Positive］］
・・During matsuri season, young 
people who leave the town come 
back when the festival is held. 
・・People can deepen ties with 
their families and friends.

［［Negative］］
・・During the rest of the year, 
young people are very busy and 
spend less time in their 
hometown.

⑦Our Observations

• Young people usually only watch and attend the festival.
• Older people usually do all of the preparation for it.

[Problem!] 
• If young people do not learn how to prepare for the festival, 

we will not be able to have it in the future.

⑧“Furusato Awareness” 
• “Furusato Awareness” or “Hometown Awareness” is an 

appreciation for your hometown, even if you move away to 
a new city

• Can be found in:
• Faith 🡪🡪🡪🡪 Worshipping local gods

• Occupation 🡪🡪🡪🡪 Being assigned a job to do to prepare or carry out 
matsuri festival (carrying the “mikoshi”, cooking yakisoba, 
performing a dance, etc.)

• Leisure 🡪🡪🡪🡪 Enjoying the festival activities with family and friends

Source: Watanabe Yosuke, “Pluralistic Relationships with Landscape and the Enhancement of Sense and Place” (2012)  

⑨Our Solution

• [Hold our own “Atago Matsuri” at Unebi SHS]
• Invite residents who do matsuri preparation to teach us how
• Learn all of the steps needed to prepare a festival
• Help family and friends explore local culture 

• [Benefits]
• Participants try new cultural activities and enjoy the festival
• Students learn importance of festival preparation and how to 

prepare it
• Everyone develops a greater appreciation for their community

⑩Future Research

• Interview community members
• When was the first time they helped prepare for matsuri?
• How did they get involved in matsuri preparation?
• What preparation do they do for matsuri?
• Why do they help prepare for matsuri?

• Use this information to further develop our current 
solution and assist us in creating new solutions

（３）WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム連携校との交流 

 

 ア 学校法人 関西学院主催 Second International Online Meeting  令和３年６月２４日（木） 

   「あなたにとっての平和とは？ コロナの中での平和・私にとっての平和・国にとっての平和」という

テーマで開催され、本校からは企画運営委員として２名、一般参加者として２名の生徒が参加した。日本、

インドネシア、インド、エジプトなどの高校生も参加し、自国の紹介やそれぞれの国にとっての平和につ

いてプレゼンテーションを行った。その後はグループディスカッションも行い交流した。企画運営委員の

生徒は、他校の生徒とともに準備と運営にあたった。全て英語で行われたが、問題なくコミュニケーショ

ンをとっていた。 

 

 イ 学校法人 関西学院主催 Final International Online Meeting 令和３年９月３０日（木） 

   「SDGsと私たちの学び 高校生の私たちに出来ること」というテーマで開催された。本校からは、企画

運営委員として１名、発表者として３名の生徒が参加した。本校は、「What can high school students 

do to save the life of the sea?」という研究課題で発表を行った。その後ディスカッションを行い、

最終的にそれらをもとに「共同宣言」の作成と発表を行った。文化祭前の忙しい日程であったが、３人の

発表者は放課後に熱心に発表準備を行った。生徒たちは、他国や他校の発表を聞いて、様々な考え方や価

値観に気づくことができた。 

 

 ウ WWLC生徒交流会 令和３年１１月２０日（土）   

   WWLコンソーシアム連携校の生徒との交流会に１名の生徒が参加した。当日までの事前準備は全てオン

ライン上で行われ、実行委員および発表者として参加した１名の生徒は、他校の実行委員とともに、会の

企画・運営を行うとともに、自身の課題研究での取組について発表した。発表テーマは、「音楽と心理 ～

人間の心を癒す音楽は何か？～」であった。放課後残って発表準備に熱心に取り組んでいた。これにより

課題研究の過程を振り返り、自分の言葉で語ることで、自身の実践内容について理解を深めていたように

感じる。 

当日は、実行委員および発表者として現地（関西学院高等部）へ赴き、他校生とともに、講演を聞いた

り、ディスカッションに参加したりなどした。オンラインによる企画会議や打ち合わせを重ねてきた生徒

たちだが、当日初めて直接会うことができ、親しげに言葉を交わす様子が見られた。 

   終了後は、実行委員の反省会が開かれ、グループに分かれて意見を出し合っていた。生徒の企画・運営

により実施された交流会の成功によろこび、満足感と達成感を感じていた。 

   

以下、当日のプログラムを記載する。 

① 開会式（１５分間） 

② SDGsについての講演 (５０分間)担当：新垣 治氏（国際基督教大学教授） 

③ SDGsについての講演 (５０分間)担当：枝廣 淳子氏(大学院大学至善館教授・幸せ経済研究所所長) 

④ 高校生同士のブレイクアウト・ディスカッション（３０分間）上記①と②の講演に基づいて行うディ

スカッション 

⑤ WWL拠点校・連携校による取り組み発表（６０分間 ※1校あたり発表１０分・質疑応答５分） 

⑥ 閉会式（１５分） 

 

＜次年度に向けて＞ 

 参加した生徒たちは皆、熱心に活動していた。オンラインによる活動が大半であったが、それ故に気軽に集    

い、交流することができたと考える。他校との交流が生徒にとって大きな刺激となった。対面での交流ができ

ない状況は続くが、来年度も１人でも多くの生徒が参加できるように働きかけていきたい。 

－ 63 －－ 62 －




